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浮遊幼生と着底稚貝の分布域（23年前との比較）
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タイラギの生活史と斃死発生時期

着底稚貝

浮遊幼生(30～40日間）

卵精子

受精

（殻長0.6～0.7㎜）

殻長 0.1㎜

成熟幼生

産卵期７～９月 着底期８～10月 ９～11月 ７～９月

殻長5～6 cm 殻長12～13 cm

雄 雌

立枯れ斃死

殻長14～15cm

5～8月 11月～

斃死発生 斃死再発

立枯れ斃死

加入量（資源量）へ影響？



有明海北東部漁場におけるタイラギの大量斃死
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斃死個体 生残個体

2000年12月15日

2000年8月8日

立枯れ斃死

斃死個体と生残個体の殻長組成
(川原・伊藤 2002) 正常個体の軟体部 衰弱個体の軟体部



これまで解ったこと

成貝の大量斃死

・成貝の立枯れ斃死
・着底から約１年後の５月頃から発生
・北東部漁場不漁の大きな要因

現在のところ不明

・生理、病理、生育、環境に関する調査

・貧酸素は主因ではない
・着底から約３ヶ月後には、すでに活力が低下
・干潟域では起こらない
・鰓、腎臓にウイルス様粒子を確認

原因



これまで解ったこと

ナルトビエイによる食害

原因

・成貝がある日突然いなくなる
・海底にバラバラの殻と窪みが散在
・４～１１月に発生

・昼間潜水観察
・夜間ビデオ観察
・胃内容物調査

成貝の消失
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